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「
私
た
ち
は
、
押
尿
小
の
五
年
二
組
の
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
で
す
。

ク
ラ
ス
の
目
標
は
、
『
楽
し
く
元
気
に
力
を

あ
わ
せ
て
が
ん
ば
ろ
う
/
』
で
す
。

授
業
中
は
、
み
ん
な
え
生
の
話
を
良
く
聞
い

て
い
ま
す
。
わ
か
る
人
が
わ
か
ら
な
い
人
に
教

え
て
、
み
ん
な
で
協
力
し
一
生
雌
恋
人
叩
勉
強
し
て

い
ま
す
。
休
み
時
間
は
、
み
ん
な
で
元
気
よ
く

外
で
遊
び
ま
す
。
と
き
ど
き
ケ
ン
カ
も
す
る
け

ど
本
当
は
み
ん
な
仲
ょ
し
て
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
足
童
会
役
員
退
挙
な
ど
大
切

な
仕
事
が
あ
る
の
で
、
全
校
の
中
心
と
な
っ
て
、

永
の
よ
う
に
元
気
よ
く
が
ん
ば
り
た
い
と
忠
い

ま
す
。
」
と
二
学
期
委
員
長
の
深
沢
し
の
ぶ
ち

ゃ
ん
。男

子
十
五
名
、
女
子
十
六
名
の
押
原
小
学
校

五
年
二
組
は
、
み
ん
な
尤
気
い
っ
ぱ
い
の
成
年

生
ま
れ
の
チ
ビ
ッ
コ
速
で
す
。

幸
生の産業と緑とワb

二E
主
月
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お
だ
や
か
な
天
候
に
恵
ま
れ
た
一
月
刷

十
五
日
、
総
合
会
館
で
成
人
式
が
華
や
刷

か

に

行

わ

れ

ま

し

た

。

判

今
年
は
、
町
内
で
男
子
一

O
三
名
、
似

女
子
七
十
七
名
が
晴
れ
て
成
人
を
迎
え
、
刊

新

し

い

門

出

を

祝

い

ま

し

た

。

日

新
た
な
希
望
に

燃

え

る

八

O
名

乙
の
日
午
前
九
時
半
頃
か
ら
、
ス
ー

ツ
に
身
を
固
め
た
男
性
や
色
鮮
や
か
な

振
り
そ
で
姿
の
女
性
が
、
ぞ
く
ぞ
く
と

会
場
に
つ
め
か
け
、
久
し
ぶ
り
に
会
う

?iAia日畿機騒騒鍵盤機購麟麟麟闘機 日hマ
んた ・賑風品イ乍 り 企泉町長らを囲み、思いも新たに記念撮影する新成人 180名。 代て 当 で 終
大ちこや船が 文 、 を、たは 始
変のれかに配・近た一 会念きる喜大れ べ新た責「河贈美さしそ担立り、 話
ご会まにつら 図 況 ち 月 茶 が撮雇よび人希若ま成め任立西ら穂んてのつ派、泉 し
苦」で行けれ画報のに話開影師うとの望者し人にを派のれ子と上後てな新町 が
労と準わ大た・告会結会かからで責仲にたたと頑もな池まさ河河、下人た長 は
さ「備れ空り習や」成でれ行をし任問胸ち 。な張つ社回しん東東新さ聞なが ず
ま押をまに・ 字 押のさはまわ固たを入ふは るりて会正たに中の成いと自「 ん
で越進し飛 二 な小人れ、しれん O 感りく、 決ま、人弘 o 記島望人己な覚輝 で
し青めたば十 ど 三 達た昨た、で引 じをらそ 意す社とさ続念の月をとりとか い
た年て。し才の年が「年 O 茶 のきてしまれ を J 会 なんい品風幸代式、責し ま

u 団き たの思 生 中は十 話記続いたせぞ 述とのりがてが間彦表辞新務い し

いか素も れ てをが いひつ区
まな直な二 ぷ鎗経務総路、 ば、守し 何 議機鐙経験総 きたて切成
す人ない O 織 田・・臨 と社りまか 織田園画齢 たす、と人
口間心重歳 議遡・・圃・・盤整ゑ 考 会 、す一 議緩型開期賜彊際議 いら何しの
にとみと 畿謬廻機幾翠翻限爆撃 えの自 O つ 畿謬瀦機畿畿瀦際機撃 と前事 、日
成広がい 緩綴灘鱗機懇緩察機襲撃 て一分社の 謬畿綴緩毅繋機機機 思、向 lこ 大 を
長い感う 機織鐙翻機機 い員の会関 数綴織経機麟 畿 機 いきも人迎
し視じ 言 警鐘緩総懇綴機緩緩 まと行の門 機機鐙饗寵響経盤撃 ま lζ ー とえ
て野ら葉 警察機擦機務懇鱗 すし動規を 噌困区警r，，)~ す、生し
いをれに 鳴畿叡議機ダ o てに律 通 、....， 0 人懸て二
き持まは 時 献 F 参 責 と過 ~. - 生命の O
たっす、 加任公し をに自歳
いて o {jIJ 望月直己さん し を 衆た佐野浩二さん 歩努覚を

と、常え (西条ニ区) なも道感 (上河東) ん力をひ
思豊に様 けっ徳し でし持と
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式

昭
和
町
消
防
団
は
晴
天
に
恵
ま
れ
た
一
月
十
日
、
押
原
中

学
校
々
庭
で
町
内
十
二
分
団
と
役
場
消
防
隊
・
南
消
防
署
々

員
の
約
百
四
十
人
が
出
動
し
て
消
防
出
初
式
を
挙
行
し
ま
し

た
。
式
に
は
、
南
消
防
署
・
昭
和
駐
在
所
・
議
会
・
区
長
会

な
ど
多
数
の
来
賓
の
方
々
が
出
席
し
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

わ

消防額出初

郷
土
の
防
災
は
自
ら
の
子
で

つよし報広( 3)昭和63年 2月1日発行

し
た
。ま

た
、
消
防
団
員
に
よ
り
機
械
器
具

の
点
険
や
ポ
ン
プ
操
法
・
訓
練
礼
式
が

き
び
き
び
し
た
動
作
で
披
露
さ
れ
、
団

員
の
消
防
活
動
に
対
す
る
今
年
の
決
意

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

式
で
は
.
角
野
幹
男
団
長
の
あ
い
さ

つ
に
続
き
.
泉
町
長
が
「
日
頃
の
訓
練

を
い
か
し
、
近
代
的
な
消
防
活
動
に
よ

り
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
生
命
と
財
産

を
守
っ
て
下
さ
い
。
」
と
訓
辞
し
、
災

害
ゼ
ロ
へ
の
願
い
を
新
た
に
し
ま
し
た

D

引
き
続
き
、
消
防
本
部
音
楽
隊
の
フ
ァ

ン
フ
ァ
ー
レ
が
鳴
り
響
く
中
、
消
防
活

動
に
功
労
の
あ
っ
た
み
な
さ
ん
が
表
彰

さ
れ
、
表
彰
状
や
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

企消防団員により、きびきびした動きでポンプ操法や訓練

礼式が披露されました。
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和

町

消
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表
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今
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仁
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梨
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会
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人

小

林
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V
山
梨
県
退
職
消
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団
員
報
償

表
彰

V
十

五

年

勤

続

表

彰

野

沢

勝

林

憲

正

相

原

勇

加

々

美

為

雄

角

野

幹

男

堀

之

内

法

政

V
甲
府
地
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広
域
行
政
事
務
組
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消
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V
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振
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表
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〉
謝
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
昭
和
町
鍛
え
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議

選

議

議

繍

議

選

綴

機
織

に
は
、
大
き
な
火
災
、
犯
罪
も
な
く
大
消
防
団
活
動
に
は
、
縦
と
横
の
線
が

FEUjij
i
j
i
g
s
g
g
j

過
な
く
す
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
の
は
.
あ
る
と
思
い
ま
す
。
縦
の
線
は
、
団
長

匙
臨
翻
盤
鳳
麟
曹

V

氏

皆

様

の

御

協

力

の

賜

物

と

重

ね

て

御

礼

の

命

に

従

い

一
糸
乱
れ
ぬ
団
結
を
持
つ

置
鳳
盛
覆
瀦
遡
翻
幽
開
悶
伊

長
男
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
の
火
災
の
中
で
て
行
動
す
る
事
で
あ
り
、
横
の
線
は
、

放

闘

秘
的
勝

凶

瞬

即
幹
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
事
件
は
、
東
団
員
相
互
の
親
睦
と
和
だ
と
思
い
ま
す
。

圃
E
-F齢
覇
臨
溜
哩

摘
野
京
都
東
村
山
市
の
老
人
ホ
ー
ム
の
火
災
そ
の
縦
と
横
の
線
を
う
ま
く
絡
み
合
せ

組

閣

園

田

懸

幽

守

-

注
角
で
多
く
の
お
年
寄
り
が
犠
牲
に
な
っ
た
る
事
に
よ
っ
て
、
消
防
団
活
動
の
活
性

A
a
g
E要
議
司

乙
と
で
す
。
我
々
も
乙
の
火
災
を
教
訓
化
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
に
消
防
本
部
の
指
導
を
受
け
、
西
条
一
団
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
す
。
昭
和
町
消
防
団
の
出
初
式
に
区
の
老
人
ホ

l
ム
昭
寿
荘
で
病
院
の
皆
日
頃
こ
う
し
た
気
持
を
も
ち
つ
づ
け
消

た
り
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
ん
や
地
域
の
方
々
の
ご
協
力
を
頂
き
防
団
活
動
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

輝
か
し
い
昭
和
六
十
三
年
の
新
春
を
夜
間
に
お
け
る
避
難
訓
練
、
放
水
訓
練
先
輩
の
皆
さ
ん
が
築
き
上
げ
て
下
さ

え
多
数
の
御
来
賓
の
皆
様
方
の
ど
出
を
行
な
い
ま
し
た
が
実
際
火
災
が
発
っ
た
永
い
歴
史
と
伝
統
あ
る
昭
和
町
消

を
頂
き
消
防
出
初
式
が
挙
行
で
き
ま
生
し
た
場
合
に
は
冷
静
な
中
で
適
切
な
防
団
で
す
の
で
警
察
署
、
消
防
署
の
指

事
を
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
判
断
と
敏
速
な
行
動
が
要
求
さ
れ
る
わ
導
を
受
け
な
が
ら
町
民
の
皆
さ
ん
の
貴

。
私
は
昨
年
四
月
に
団
長
就
任
し
て
け
で
す
。
そ
れ
に
は
や
は
り
訓
練
を
重
重
な
生
命
、
身
体
、
財
産
を
守
る
べ
き

来
、
今
日
ま
で
皆
様
か
に
は
消
防
団
ね
る
事
が
一
番
大
切
と
思
い
ま
す
。
努
力
精
進
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

動
に
深
い
御
理
解
と
御
協
力
を
頂
き
消
防
団
と
し
て
は
.
毎
月
七
日
に
行
終
り
に
今
日
御
参
会
く
だ
さ
い
ま
し

日
乙
の
日
を
迎
え
る
事
が
で
き
ま
し
な
っ
て
い
る
総
合
訓
練
の
中
で
一
朝
有
た
皆
様
の
御
多
幸
と
御
健
勝
を
祈
念
し

事
は
身
に
余
る
光
栄
と
思
い
深
く
感
事
の
時
に
対
応
で
き
る
精
神
と
身
体
を
て
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

坂
入
義
信

坂
入
義
信
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文
化
講
演
会

報広

.正児さんのユーモアで会場は笑いに包まれました。

ロバン塾の先生をしながら高校へ通った青春

時代や芸能界での下積時代の苦労なといつも

の口調でユーモアたっぷりに語ってくれまし

た。

集まった人達は「楽しくためになる話がき

けました。JI子育ての参考になりました。」と

顔をほ乙ろばせ、いつもテレビで観るのとは

また違った正児さんが観られ大変満足そうで

した。

文化講演会は昨年11月22日、町民体育館で

「レッツゴ一三匹lのリーダ一、レ ッツゴー正児

さんを講師に迎え盛大に行われました。

テレビ・ラジオでおなじみの正児さんをひ

と目でも観ょうという人や正児さんの明るい

声や楽しい話を聴きたいという人など約2

o 0人がつめかけました。

講演では「ー泣いても笑っても同じ一生一

乙の世の人生負けてたまるか/Jと題し、ソ

@ee~ 

第

M
回

第
二
十
四
回
農
業
ま
つ
り
(
町
農
業

研
究
会
連
絡
協
誇
会
主
催
)
は
昨
年
十

一
月
二
十
二
日
、
中
央
公
民
館
前
駐
車

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

お
ま
つ
り
で
は
、
農
作
物
の
展
示
の

ほ
か
、
日
頃
か
ら
農
家
の
み
な
さ
ん
が

丹
精
乙
め
て
作
り
あ
げ
た
農
作
物
の
審

査
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
審
査
は
、
県

峡
中
農
業
改
良
普
及
所
職
員
に
よ
っ
て

厳
選
に
審
査
さ
れ
.
優
秀
な
農
作
物
が

選
び
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
審
査
会
終
了
後
、
出
品
農
作

物
の
即
売
会
が
行
わ
れ
、
新
鮮
で
質
の

良
い
野
菜
が
格
安
で
買
え
る
と
あ
っ
て

消
費
者
が
大
勢
つ
め
か
け
開
始
か
ら
十

数
分
で
売
り
切
れ
と
い
う
盛
況
ぷ
り
で

し
た
。

農
産
物
品
評
会
入
賞
者

(敬
称
略
)

O
特
別
賞

・
山
梨
県
峡
中
地
方
振
興
事
務
所
長
賞

内
藤
武
(
築
地
新
居
)

里
芋
の
部
・
・
・
・
・・・・
・・・・
・・
・最
優
秀
賞

.
山
梨
県
峡
中
農
業
改
良
普
及
所
長
賞

山
田
う
み
子
(
押
越
)

カ
キ
の
部
・
・
・・・・・・・
・・・
・・
・
最
優
秀
賞

.
山
梨
県
農
業
研
究
会
協
議
会
長
賞

五

味

洋

子

(

河

西

)

ナ
ス
の
部
:
:
:
・:
:
:
:
最
優
秀
賞

.
甲
府
地
区
農
業
研
究
会
協
議
会
長
賞

豊

川

富

士

江

(

河

西
)

農
業
ま
つ
り

大
根
の
部
:
:
:
:
:
:
:
最
優
秀
賞

.
昭
和
町
長
賞

泉
昌
夫
(
紙
漉
阿
原
)

花
芯
の
部
・
:
:
:
:
:
:
最
優
秀
賞

.
昭
和
農
業
協
同
組
合
長
賞

若
尾
巌
(
西
条
新
田
)

野
沢
菜
の
部
:
:
:
:
・
最
優
秀
賞

.
昭
和
町
農
業
委
員
会
長
賞

久
保
田
よ
し
子
(
西
条
一
区
)

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
の
部
・:
最
優
秀
賞

.
昭
和
町
農
業
研
究
会
協
議
会
長
賞

坂
田
丈
一
(
西
条
新
田
)

結
球
白
菜
の
部
・・・
・・
・
・
・
・
最
優
秀
賞

。
各
品
目
別
最
優
秀
賞

・
甘
ラ
ン
の
部

三
神

冨

美

子

(

押

越

)

.
ホ
l
レ
ン
草
の
部

清

水

博

文

(紙
漉
阿
原
)

.
ネ
ギ
の
部

清

水

博

文

(紙
漉
阿
原
)

.
キ
ュ
ウ
リ
の
部

五
味
昌
利
(
河

.
水
稲
の
部

五
味
昌
利
(
河

.
小
松
菜
の
部

清
水
義
孝
(
押

.
参
考
出
品
の
部

清
水
義
孝
(
押

生~
.;.J、

民館祭

イじ文
西西越越第9回公民館祭と第23回文化祭は、

総合会館と町民体育館を主会場に昨年

11月21日から23日まで行われました。

総合会館では、川柳・書道・写真・盆

栽・絵画などの作品展示や囲碁・将棋大会

が催され、また町民体育館では民謡や詩吟・

ダンスなどの芸能が発表されました。丹精乙め

た作品や習得した芸能は訪れた人達の目を楽しま

せ、日頃の成果を十分に発揮していました。

乙の他にも、 トランポリンやファミコンゲームな

どの遊びの広場や子供映画会、就学前の幼児を対象ど

したウルトラマンと一緒に写真を撮ろう/ などのコー

Aどれも新鮮で質がよく、審査員も審査に

ひと苦労。

ナーが設けられ大変なにぎわいをみせました。

ウルトラマンと一緒K写真を撮ろう/

ウノレトラマンが恐いのか泣き出す幼児もいましたが、

きくなったらウルトラマンみたいになるぞ」とはりきるチビッ子

もいました。

のコーナーでは、

「僕も大



わ-つよし報広

第

2
回

お
米
ま
つ
り

Aポン菓子や風船の無料配布

に子ども達は大喜び。

( 5)昭和 63年2月 1日発行

第
二
回
を
迎
え
る
昭
和
町
お
米
ま
つ

り
(
町
米
消
費
拡
大
推
進
協
議
会
主
催
〉

は
昨
年
日
月
幻
日
、
中
央
公
民
館
前
駐

車
場
で
催
さ
れ
ま
し
た
。

乙
の
お
ま
つ
り
は
、
米
の
消
費
拡
大

を
図
る
た
め
初
め
ら
れ
た
も
の
で
、
こ

の
日
は
ポ
ン
菓
子
・
風
せ
ん
・
花
の
種

が
無
料
配
布
さ
れ
、
ま
た
抽
選
に
よ
っ

て
花
の
苗
木
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
達
が
好
き
な
ポ
ン
菓
子
や
風

せ
ん
が
無
料
で
配
ら
れ
る
と
あ

っ
て
会

場
に
は
た
く
さ
ん
の
チ
ビ
ッ
子
や
親
子

づ
れ
が
つ
め
か
け
ま
し
た
。
子
ど
も
達

は
手
に
風
せ
ん
を
持

っ
て
、
口
い

っ
ぱ

い
に
ポ
ン
菓
子
を
お
い
し
そ
う
に
ほ
お

ば
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
町
民
体
育
館
で
は
押
原
小
・

西
条
小
の
一
年
生
に
よ
る
米
消
費
推
進

の
図
画
展
示
会
も
聞
か
れ
.
米
の
消
費

拡
大
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

第9回公

第

5
回

子
ど
も
ま
つ
り

回23 第
A大きな辰の軍配みこしも登場。

寒さも忘れ、元気に「ワッショイ、

A数多くの力作が展示され訪

れた人達を魅了しました。

ワッショイ J

マ
ウルトラマン

と一緒に、

はい、チーズ。

第
五
回
町
子
ど
も
祭
り

(町
子
ど
も

ク
ラ
ブ
指
導
者
連
絡
協
議
会
主
催
)
は

昨
年
十
一
月
二
十
二
日
、
押
原
中
学
校

々
庭
で
各
地
区
か
ら
大
勢
の
子
ど
も
達

が
集
ま
り
盛
大
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

乙
の
お
祭
り
は
.
青
少
年
の
健
全
育

成
と
ま
つ
り
を
通
し
て
地
区
の
理
解
と

連
携
を
強
め
、
ふ
る
さ
と
ずつ
く
り
を
推

進
し
.

ふ
る
さ
と
ごつ
く
り
を
意
義
づ
け

よ
う
と
初
め
ら
れ
ま
し
た
。

乙
の
日
は
.
各
地
区
の
子
ど
も
ク
ラ

ブ
か
ら
十
一
組
が
参
加
し
て
、
ダ
ン
ボ

ー
ル
ゃ
あ
き
缶
・
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を

利
用
し
て

一
生
懸
命
に
作
っ
た
み
乙
し

や
山
車
な
ど
で
.
ほ
た
る
太
鼓
の
鳴
り

響
く
中
、
校
庭
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

み
乙
し
ゃ
山
車
に
は
、
今
年
の
干
支

に
ち
な
ん
で
の
辰
の
軍
配
み
乙
し
や
環

境
美
化
を
呼
び
か
け
る
缶
か
ん
み
乙
し

が
登
場
し
、
初
冬
の
寒
さ
も
忘
れ
子
ど

も
達
は
、

「
ワ
ッ
シ
4
F

イ
.
ワ
ッ
シ
ョ

イ
」
と
他
の
み
乙
し
に
負
け
じ
と
、
元

気
な
か
け
声
を
か
け
な
が
ら
み
乙
し
を

か
つ
い
で
い
ま
し
た
。
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国民健康保険
健康優良被保険者表彰

わ-つよし

『
県
知
事
表
彰
』

西

条

二

区

杉

田

辰

男

氏

『
国
保
連
合
会
表
彰
』

西

条

新

田

外

川

安

子

氏

押

越

三

神

冨

美

子

氏

県
と
県
国
民
健
康

保
険
団
体
連
合
会
は
、

西
条
二
区
杉
田
辰

男
氏
・
西
条
新
田

外
川
安
子
氏
・
押
越

三
神
冨
美
子
氏
の
三

名
を
健
康
優
良
被
保

険
者
と
し
て
表
彰
し

ま
し
た
。

杉
田
氏
は
、
家
族

三
人
が
過
去
四
年
間
無
病
で
.
か
つ
国

民
健
康
保
険
税
を
三
年
間
完
納
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
山
梨
県
知
事
表
彰
を
受
け

ら
れ
、
ま
た
外
川
氏
と
三
神
氏
は
四
年

間
無
病
で
国
民
健
康
保
険
税
を
三
年
間

完
納
さ
れ
た
乙
と
が
認
め
ら
れ
、
山
梨

県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
理
事
長

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
状
の
授
与
は
昨
年
十
二
月
七
日
、

役
場
町
長
室
で
泉
町
長
を
は
じ
め
関
係

者
の
出
席
の
も
と
行

わ
れ
ま
し
た
。

授
与
式
で
は
、
泉

町
長
が
「
こ
れ
か
ら

も
健
康
に
注
意
し

て
明
る
い
社
会
生
活

を
送
ら
れ
、
他
の
模

範
に
な
っ
て
下
さ
い
。
」

と
挨
拶
し
た
後
.
表

彰
状
と
記
念
品
が
手

渡
さ
れ
、
表
彰
を
祝

い
ま
し
た
。

今
後
ま
す
ま
す
ご

健
康
で
.
ご
活
躍
さ

れ
る
乙
と
を
ど
期
待

申
し
上
げ
ま
す
。

報広

A泉町長から表彰状と記念品が贈られました。

に
な
る
か
ら
で
す
。
事
業
の
効
果
は
、

そ
の
地
域
の
状
況
に
よ
っ
て
一
口
に
は

い
え
ま
せ
ん
が
、
と
乙
に
示
し
た
も
の

は
、
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
で
す
。

「婦人のつどい」を開催

区
画
整
理
の

効
果
は

「
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
都
市
計

画
の
母
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
広
い
地
域
に
わ
た
っ
て
、
現
代
の
私

た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
道

路
、
公
園
、
広
場
、
排
水
施
設
な
ど
の

整
備
と
と
も
に
、
個
々
の
宅
地
も
整
形

に
な
り
、
し
か
も
公
道
に
面
す
る
よ
う

お
姑
さ
ん
と
お
嫁
さ
ん
の

ふ

れ

あ

い

を

深

め

否

町
西
条
一
区
婦
人
会
で
は
ふ
る
さ
と
づ
く
り
集
会
の
一
環

m

m

と
し
て
昨
年
十
二
月
八
日
、
西
条
小
体
育
館
で
「
婦
人
の
開

園

つ

ど

い

」

を

催

し

ま

し

た

。

闘

乙
の
つ
ど
い
は
、
お
姑
さ
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
お
す

ん
と
お
嫁
さ
ん
の
ふ
れ
あ
い
い
と
ん
会
の
後
は
、
み
ん
な

を
な
お
一
層
深
め
よ
う
と
企
で
輸
に
な
り
キ
ャ
ン
ド
ル
・

画
さ
れ
ま
し
た
。
つ
ど
い
で
サ
ー
ビ
ス
や
工
夫
を
凝
ら
し

は
西
条
一
区
栄
養
改
善
推
進
た
ゲ
l
ム
を
楽
し
み
、
お
姑

員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
さ
ん
と
お
嫁
さ
ん
の
ス
キ
ン

て
，
お
す
い
と
ん
会
u

が
行
シ
ッ
プ
や
主
婦
同
志
の
親
睦

わ

れ

ま

し

た

。

を

は

か

り

ま

し

た

。

乙
の
日
は
、
夕
食
の
支
度
参
加
し
た
み
な
さ
ん
は
、

を
終
え
て
か
け
つ
け
た
主
婦
「
あ
た
た
か
い
お
す
い
と
ん

約
五
十
名
が
参
加
し
て
、
昔
が
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で

な
が
ら
の
あ
た
た
か
く
て
お
い
す
。
」
「
キ
ャ
ン
ド
ル
・
サ
!

し
そ
う
な
お
す
い
と
ん
を
食
ビ
ス
が
よ
か
っ
た
で
す
。
」
と

べ
な
が
ら
、
今
日
一
日
の
出
話
し
て
く
れ
、
大
変
好
評
で

来
事
や
身
近
な
話
題
な
ど
に
し
た
。

三
住
宅
地
や
工
業
地
を
計
画
的
に
造
成

す
る
乙
と
が
で
き
ま
す
。

四
排
水
施
設
に
よ
り
、
道
路
や
宅
地
の

排
水
が
よ
く
な
り
、
歩
行
も
楽
に
、

ま
ち
も
衛
生
的
に
な
り
ま
す
。

五
公
園
施
設
の
整
備
に
よ
り
、
地
域
住

民
の
い
乙
い
の
場
と
な
り
ま
す
。

六
幹
線
的
な
道
路
は
、
歩
道
と
車
道
が

分
離
さ
れ
、
安
心
し
て
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、

ま
ち
並
も
近
代
的
に
な
り
ま
す
。

七
火
災
な
ど
か
ら
、
人
々
と
財
産
を
守

り
ま
す
。

総

合

的

な

ま

ち

づ

く

り

に

/

一
宅
地
が
整
形
に
な
り
ま
す
の
で
有
効

に
使
用
す
る
乙
と
が
で
き
ま
す
。

二
す
べ
て
の
宅
地
が
公
道
に
面
し
、
街

区
も
整
い
ま
す
の
で
、
迷
路
は
な
く

な
り
、
配
達
や
、
お
客
様
の
訪
問
も

楽
に
な
り
ま
す
。



j
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
j

わ

昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
昨

年
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
の
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
期
間
中
、

募
金
総
額
一
、
六

O
九、

O
五
二
円
の

業
績
を
上
げ
る
乙
と
が
で
き
ま
し
た
。

民
生
委
員
、
各
地
区
の
社
協
支
部
委

員
の
方
々
を
通
じ
て
、
町
民
の
み
な
さ

ま
の
善
意
と
ど
協
力
を
い
た
だ
き
、
心

よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
、
ど
報
告
い
た

し
ま
す
。

告
い
た
し
ま
す
。

内
訳
は
、
次
の
と
お
り
で
す

0

.

街

頭

募

金

三

二

、

七

五

四

円

・
戸
別
募
金
七
叱
二
、
二
五

O
円

・
大
口
募
金
七
八
八
、

0
0
0
円

.
そ
の
他
募
金
二
ハ
、

O
四
八
円

な
お
、
一
万
円
以
上
の
大
口
寄
附
者

は
、
同
相
原
不
動
産
・
岡
河
西
金
属
商

事
・
側
名
執
組
・
側
岡
島
昭
和
フ
ァ
ミ

リ
コ
・
岡
誠
和
電
機
工
業
・
大
塚
内
科

-つよし報広( 7 )昭和 63年 2月1日発行
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「
お
同
』
の
自
分
と
の
戦
い
の
始
ま
り
で
す
。

第37固押原中強歩夫会

小
児
科
医
院
・
宮
崎
組
岡
・
細
田
商
庖
'

.
附
キ
ト
l
・
釜
無
金
属
工
業
団
地
協

同
組
合
・
側
テ
ル
モ
・
清
水
シ
ャ
ー
リ

ン
グ
・
山
梨
佐
川
急
便
・
側
品
川
工
事

.
同
萩
原
石
油
・
阿
佐
野
組
・
吉
川
外

科
整
形
外
科
医
院
・
側
平
安
閣
・
側
青

木
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
側
大
松
工
業
・
側

米
山
実
業
・
同
ホ
テ
ル
昭
和
・
側
松
永

塗
料
販
売
・
側
ア
ル
プ
ス
ハ
イ
ウ
ェ
イ

サ
ー
ビ
ス
・
日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
山
梨
販

売
側
・
側
ク
リ
エ

l
ト
宅
間
・
側
ょ
っ

ち
ゃ
ん
食
品
・
同
丸
善
産
業
・
側
宝
林

.
附
江
商
・
大
一
化
研
工
業
側
・
側
協

伸
の
事
務
所
の
方
々
で
す
。

押
原
中
学
校
恒
例

の
第
三
十
七
回
校
内

強
歩
大
会
が
十
一
月

二
十
一
日
、
男
女
生

徒
四
百
八
十
四
名
が

参
加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。女

子
は
八
時
四
十

五
分
、
男
子
は
八
時

五
十
五
分
に
そ
れ
ぞ

れ
押
中
校
庭
か
ら
ス

タ
ー
ト
。
釜
無
川
沿

岸
を
走
り
三
郡
橋
で

折
り
返
す
全
長
二
十

五
回
の
コ

l
ス
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

p
h
h
4
ψ
4
"
 

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

@

男

子

(

敬

称

略

)

一
位
高
野
洋
一
(
二
年
四
組
)

タ
イ
ム
一
時
間
四

O
分

O
O秒

二

位

堤

健

作

(

三

年

三

組

)

タ
イ
ム
一
時
間
四
十
二
分
O
二
秒

三

位

柳

沢

力

(

三

年

一

組

)

タ
イ
ム
一
時
間
四
十
四
分
三
十
四
秒

。
女
子

一
位
角
野
裕
子
(
一
年
一
組
)

タ
イ
ム
一
時
間
五
十
七
分
三
十
二
秒

二
位
斉
藤
紀
子
(
二
年
四
組
)

タ
イ
ム
二
時
間
O
三
分
十
三
秒

三
位
上
湯
瀬
美
香
子
(
一
年
二
組
)

タ
イ
ム
二
時
間
十
二
分
五
十
一
秒

‘' 
大芝夫? d 
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寒
さ
が
身
に
し
み
込
む
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
何
か
と
火
を
使
う
乙
と
の
多

い
と
の
時
期
は
火
災
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
二
月
二
十
九
日
か
ら
は
、

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
始
ま
り
ま

す
が
、
大
丈
夫
で
す
か
、
あ
な
た
の
火

の
用
心
。
少
し
で
も
気
に
な
っ
た
ら
火

の
元
を
確
か
め
る
、
乙
う
し
た
日
ご
ろ

の
努
力
が
生
命
と
財
産
を
守
り
ま
す
。

一
日
に
四
億
一
干
万
円
の

財
産
が
灰
に
・•.••. 

昭
和
六
十
一
年
に
発
生
し
た
全
国
の

火
災
件
数
は
六
万
三
千
二
百
七
十
二
件

で
、
一
時
間
に
約
七
件
の
火
災
が
ど
ζ

か
で
起
き
て
い
る
乙
と
に
な
h

り
ま
す
か

ら
驚
き
ま
す
。

火
災
に
よ
る
死
者
は
、
放
火
に
よ
る

自
殺
者
を
除
く
と
干
二
百
五
十
七
人
。

乙
の
う
ち
、
六
十
一
歳
以
上
の
高
齢
者

と
、
五
歳
以
下
の
乳
幼
児
お
よ
び
病
気
、

身
体
不
自
由
の
人
が
全
体
の
半
数
以
上

を
占
め
、
出
火
の
際
と
っ
さ
に
逃
げ
ら

れ
な
い
弱
者
の
死
亡
が
目
立
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
火
災
に
よ
る
損
害
も
大
き

く
、
一
日
当
た
り
約
四
億
一
千
万
円
の

財
産
が
灰
に
な
っ
た
勘
定
で
す
。

出
火
原
因
の
大
半
は

あ
な
た
の
注
意
で
防
げ
る

と
乙
ろ
で
出
火
原
因
で
す
が
、
火
の

不
始
末
な
ど
が
大
半
を
占
め
、
た
ば
乙

の
火
を
は
じ
め
、
た
き
火
、
乙
ん
ろ
、

火
遊
び
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
い
ず
れ
も
一

人
一
人
が
気
を
つ
け
れ
ば
防
げ
る
乙
と

ば
か
り
で
す
。

各
家
庭
で
も
家
族
一
人
一
人
が
火
の

元
に
注
意
し
て
、
火
災
予
防
運
動
に
協

一
力
し
ま
し
ょ
う
。

入
学
期
を
ひ
か
え
山
梨
医
科
大
学
で

は
新
入
生
の
ア
パ
ー
ト
等
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
ア
パ
ー
ト
等
を
提
供
し
て
い

た
だ
け
る
方
は
、
二
月
ニ

O
日
出
ま
で

に
ど
連
絡
下
さ
い
。

特
に
、
パ
ス
・
ト
イ
レ
・
台
所
付
で

礼
金
の
不
要
な
も
の
を
希
望
し
て
お
り

ま
す
。

※
連
絡
先

山
梨
医
科
大
学
学
生
課
厚

生
係
(
宮
間
一
一
一
一
)



h

F

(

父

)

佐

藤

健

一

(

母

)

美

智

子

一

名
前
の
由
来
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、
健
康
で
幸
せ
な
人
一

生
を
送
っ
て
も
ら
い
た
い
思
い
で
名
字
に
あ
っ
た
名
と
し
、
一

春
生
ま
れ
た
事
も
あ
り
、
弥
の
字
を
取
り
史
弥
と
し
ま
し
た
。
…

…
・
材
料
(
四
人
分
)

一

と

り

肉

2
0
0
9

玉

一
ね
ぎ
一
個
ベ
ー
コ
ン
一

一
枚
じ
ゃ
が
い
も
大
一
個

一
人
参
%
本
ス
イ
1
ト
コ

…
ン
弘
カ
ッ
プ
ス
!
プ
(水

…3カ
ッ
プ
+
固
形
ス

l
プ

一
の
素
2
個

)

牛

乳

l
u均

一
カ
ッ
プ
バ
タ
!
大
さ
じ

一

2

小
麦
粉
大
さ
じ

3

一
塩
乙
し
よ
う
各
少
々

• 
惣
は
つ
。
ひ
い
た
い
む
鯵

昭和63年 2月1日発行 (8)

丁
度
そ
の
頃
、
石
和
に
野

天
風
巴
が
無
料
で
あ
っ
た
の

で
、
野
天
風
呂
を
囲
っ
た
土

俵
に
手
を
付
い
て
足
を
パ
タ

パ
タ
さ
せ
た
ら
、
足
の
運
動

に
最
適
で
あ
る
事
を
知
り
二

年
間
通
い
ま
し
た
。
乙
れ
が

取
梯
わ
れ
て
か
ら
は
、
勤
労

青
年
セ
ン
タ
ー
に
温
水
プ
ー

ル
が
あ
る
事
を
知
り
、
以
後

現
在
ま
で
通
っ
て
い
ま
す
。

乙
の
問
、
郡
体
育
祭
五
十

才
台
の
自
由
形
平
泳
・
背
泳

に
出
場
さ
せ
て
頂
い
た
り
、

県
の
大
会
に
も
郡
町
代
表
と

し
て
十
四
回
出
場
さ
せ
て
頂
き
二
位
三

位
と
六
回
も
入
賞
で
き
、

N

健
康
乙
れ
に

勝
さ
る
も
の
は
な
い
グ
と
自
信
が
付
き

ま
し
た
。

幸
い
昭
和
町
に
は
、
良
質
な
温
泉
が

多
量
に
噴
出
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の

一
部
を
利
用
し
て
、
小
規
模
プ
l
ル
を

設
備
し
て
頂
き
、
泳
、げ
な
い
人
で
も
乙

の
中
で
「
モ
ガ
ク
」
程
度
の
運
動
を
続

け
た
ら
医
者
の
世
話
に
な
る
人
が
ぐ
ん

と
減
り
明
る
い
健
康
な
町
民
が
多
く
な

る
事
で
し
ょ
う
。

す
窃
手
伝
い

-

企「一年中水泳を楽しんでいますj

桑原丑寅さん (74才)

(清水新居)

栄養改善推進員副会長

保坂俊恵さん

(上河東)

佐藤史弥くん

(上河東ニ区)

S 62. 4. 11生

三
ル
クシ

チ
ュ
ー

女

成
総
拶
飽
毘
@
部
懐

私
は
戦
地
で
第
三
次
長
沙
作
戦
に
参

加
の
折
り
、
愛
馬
が
被
弾
し
て
倒
れ

そ
の
時
、
馬
の
荷
物
を
背
中
に
受
け

腰
椎
を
縮
め
て
動
け
な
く
な
り
、
野

戦
病
院
に
入
院
し
治
療
を
八
ヶ
月
受

け
ま
し
た
。
し
か
し
完
治
せ
ず
内
地
へ

帰
っ
て
来
ま
し
た
。
帰
っ
て
来
て
も
腰

が
痛
く
三
十
才
台
で
杖
を
突
い
て
歩
く

始
末
で
し
た
。
そ
の
後
、
益
々
悪
化
し

五
十
二
才
で
歩
く
事
も
出
来
ず
腰
椎
の

手
術
を
受
け
、
ギ
ブ
ス
・
コ
ル
セ
ッ
ト

の
生
活
が
始
ま
り
足
力
が
す
っ
か
り
衰

え
て
老
後
が
不
安
で
し
た
。

わ

なおし

野呂瀬直くん

(西条一区)

S 62. 4. 4生

-つよし報広

依田 実くん

(飯喰)

S 61. 10. 19生

-
作
り
方

山
と
り
肉
、
ベ
ー
コ
ン
、
野
菜
は
一
糎
の
角
切
り
に
す
る
。

ω鍋
に
バ
タ
1
%
を
入
れ
、
ベ
ー
コ
ン
、
野
菜
、
と
り
肉
の
順

に
い
た
め
る
。

間
残
り
の
バ
タ
ー
を
加
え
、
小
麦
粉
を
入
れ
、
よ
く
い
た
め
、

ス
l
プ
を
加
え
て
、
や
わ
ら
か
く
な
る
ま
で
煮
る
。

凶
牛
乳
を
加
え
、
ス
イ
l
ト
コ
ン
を
入
れ
、
塩
、

昧
を
と
と
の
え
る
、
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
、
パ
セ
リ
、

う
れ
ん
そ
う
等
ち
ら
す
と
よ
い
。

路
上
で
呼
び
と
め
ら
れ
、
文
字
ど
お
り
キ
ャ
ッ
チ
さ
れ
て
、

高
額
な
商
品
を
契
約
さ
せ
ら
れ
る
商
法
で
す
。

そ
の
手
口
と
し
て
は
「
旅
行
に
安
く
行
け
ま
す
。
」
「
買
い

物
や
映
画
、
レ
ジ
ャ
ー
の
施
設
が
安
く
利
用
で
き
る
会
員
に

な
ら
な
い
か
。
」
と
い
わ
れ
て
契
約
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
す
。

見
知
ら
ぬ
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
突
然
話
し
か
け
ら
れ
て
も
、

安
易
に
応
じ
ず
、
ま
し
て
商
品
販
売
の
契
約
書
に
署
名
な
ど

し
な
い
乙
と
で
す
。

あの手、この手の
販売方法

~キャッチ・セールス~

h

F

(

父

)

依

田

正

次

(

母

)

操

名
前
の
由
来
写
真
は
十
ヶ
月
の
時
の
も
の
で
す
。
毎
日
、

元
気
に
ワ
ン
パ
ク
ぶ
り
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
法
し
く
成
長

し
、
実
り
の
多
い
人
生
を
と
願
い
父
親
が
名
付
け
ま
し
た
。

乙
し
よ
う
で

小
松
菜
、
ほ



⑧
⑤
⑤
⑪
 

昭
和
位
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告

贈
与
税
の
申
告
の
お
知
ら
せ

一
⑨
位
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税

一
は
二
月
十
六
日
(
火
)
か
ら
三
月
十
五

一
日
(
火
)
ま
で
で
す
。

一
税
務
署
の
ほ
か
市
町
村
役
場
で
も
、

一
受
付
や
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
⑨
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

一
人

一
川
事
業
を
し
て
い
る
人
、
不
動
産
収

一
入
の
あ
る
人
、
土
地
や
建
物
な
ど
を
売

一
っ
た
人
な
ど
で
、
昭
和
六
十
二
年
中
の

一
所
得
の
合
計
額
が
基
礎
控
除
、
配
偶
者

一
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の

一
合
計
額
を
超
え
る
人
。

一
間
①
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
給
与
の
年
収

一
が

一
、
五

O
O万
円
を
超
え
る
人
、
②

一
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金

一
額
の
合
計
額
が
二

O
万
円
を
超
え
る
人
、

一
③
二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い

一
る
人
。

広
一
⑨
確
定
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
サ
ラ

一
リ

l
マ
ン
な
ど
で
も
、
多
額
の
医
療
費

一
を
支
払
っ
た
人
、
マ
イ
ホ
ー
ム
を
購
入

一
し
た
人
な
ど
で
銀
行
等
よ
り
の
借
入
金

一
の
あ
る
人
、
災
害
に
あ
っ
た
人
等
は
、

一
確
定
申
告
を
し
て
、
税
金
の
還
付
を
受

一
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
乙
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
は

一
二
月
十
六
日
以
前
で
も
税
務
署
で
受
付

一
け
て
い
ま
す
。

一
⑨
所
得
税
の
確
定
申
告
を
提
出
し
た
人

は
、
事
業
税
や
住
民
税
の
申
告
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

⑨
確
定
申
告
は
、
税
務
署
か
ら
送
ら
れ

た
申
告
書
用
紙
で
/

わつよし報( 9 )昭和 63年 2月1日発行

税
務
署
で
は
、
事
務
を
能
率
よ
く
行

う
た
め
に
電
子
計
算
機
を
利
用
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
申
告
書
用
紙
に
記

号
な
ど
を
表
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
必

ず
税
務
署
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
用
紙
を

使
用
し
て
、
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い

D

⑨
申
告
は
、
青
色
申
告
で
ど
う
ぞ

五
十
九
年
の
法
改
正
で
記
帳
及
び
記

録
保
存
が
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。
特
典

の
あ
る
青
色
申
告
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

⑨
収
支
内
訳
書
の
添
付
を
お
忘
れ
な
く

五
十
九
年
の
法
改
正
で
、
収
支
内
訳

書
の
添
付
及
び
総
収
入
金
額
の
報
告
が

制
度
化
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
忘
れ
ず
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑨
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
は
、
二
月
一

日
(
月
)
か
ら
三
月
十
五
日
(
火
)
ま

で
で
す
。
(
た
だ
し
、
日
曜
日
は
執
務

し
て
い
ま
せ
ん
)

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
の
一
年
間
に
個
人
か
ら
も
ら
っ
た
財

産
の
合
計
額
が
六

O
万
円
を
乙
え
る
と

税
金
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

⑨
納
税
は
、
預
金
口
座
振
替
で
ど
う
ぞ

所
得
税
も
公
共
料
金
な
ど
の
支
払
い

と
同
様
に
、
預
金
か
ら
の
口
座
振
替
に

よ
っ
て
納
付
す
る
乙
と
が
で
き
ま
す
。

⑨
申
告
書
の
提
出
は
、
郵
送
で
も
で
き

ま
す
。

⑨
車
で
の
来
署
は
御
遠
慮
く
だ
さ
い
。

2
月
初
日
出
午
後
1
時
初
分

1

昭
和
町
中
央
公
民
館
講
堂

本
の
よ
み
き
か
せ
、
紙
し
ば
い
、

ゲ
l
ム
そ
の
他
。

子
供
も
大
人
の
方
も
ご
自
由
に
参
加

し
て
下
さ
い
。

内場日
容所時旧

軍
人
、
準
軍
人
、
軍
属
、
準
軍
属

や
そ
の
遺
族
で
思
給
法
及
び
戦
傷
病
者

且ノf'

女 2月16日から所得税の確定申告の受付けが始まりますD

正しくお早めに/ なお、役場税務課で行う、確定申告、

町県民税の申告受付相談は次のとおりです。

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
等
の
給
付
制
度

を
よ
く
知
ら
な
い
た
め
、
恩
給
や
年
金

扶
助
料
、
諸
給
付
金
等
を
請
求
し
な
い

方
、
ま
た
、
そ
の
後
の
法
律
の
改
正
で

新
た
に
対
象
に
な
っ
て
い
る
方
も
多
数

あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

県
で
は
、
乙
れ
ら
の
方
々
の
相
談
の

た
め
、
左
記
に
よ
り
巡
回
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。

-
日
時
二
月
十
六
日
(
火
)

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

櫛
形
町
中
央
公
民
館
二
階
会

議
室

.
場
所

昭
和
町
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
六

地 区 受付期間 時間

西条一区、西条二区
2月16日--2月20日

清水新居、西条新田 午前 9時

押越、河東中島、
2月22日--2月26日

紙漉阿原、築地新居

飯喰、河西、上河東、 2月29日--3月4日
上河東二区 午後4時

(予備日) 3月7日--3月11日・ ※ 2月20日
14日・ 15日 は午前中

会場昭和町役場 1階町民ホール

※来庁の際は最初に税務課窓口で受付をして下さい。また、

税務署、役場から送付された申告書を持参して下さい。

十
三
年
度
入
学
該
当
者
の
保
護
者
に
対

し
、
就
学
通
知
書
を
発
送
し
ま
し
た
が
、

ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
教
育
委
員
会
(
包
花
|
3
7

3
7
)
ま
で
申
し
出
て
下
さ
い
。

県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
自
由
で

清
新
な
ど
意
見
を
県
政
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
o

v募
集
人
員
百
三
十
人

V
任
期

一
年

V
募
集
期
間
三
月
十
日
制
ま

で

V
応
募
資
格
県
内
に
お
住
ま
い

の
二
十
歳
以
上
の
人
(
国
・
市
町
村
の

議
員
、
公
務
員
、
過
去
に
県
政
モ
ニ
タ

ー
の
経
験
の
あ
る
人
は
除
く
)

V

問

合
せ
先
県
峡
中
地
方
振
興
事
務
所
か
、

県
広
聴
広
報
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

一
猟
銃
・
残
火
薬
の
取
扱
一

一
い
は
厳
重
に

AZ--・
一

一
一
月
十
五
日
で
狩
猟
期
間
が
終
わ
り
、

十
一
月
十
四
日
ま
で
は
禁
猟
と
な
り
ま

す
。
猟
期
終
了
後
は
、
猟
銃
や
実
包
の

取
扱
い
や
、
保
管
管
理
に
は
十
分
注
意

し
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
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保 当受話受話長銀喜安否受話長多安否安否長り
わ

よ
つ

た、
よし

生

報広

衛健議長話長銀喜安当受話長

(不用 r犬猫収集日 l

日 時 2月 26日働午前 10時 20分---10時 25分

場 所 総合会館前

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてくださし、。また、

猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでしっか

り封をしてください。

実施日 受付時間及び地区 該当児 場所

2月9日

午後 1常押時時時永原3∞000地地分分分区区~~ ~ ) 〉

昭和62年 1月出生児。

(火)
午後(l ( 

昭和62年 4月出生児。

総会合館

2月10日 午後 2 昭和62年 7月出生児。

(水) (西条地区〉 昭和62年10月出生児。

E るか
a;:;-康健1.1;1 

.:1"" 区

血圧測定コーナーを設置
電と康
子、づ町

血役くで
圧場りは
計ーに昨
を階少年
設町し十
置民で二
しホも月
ま|役
しノレ立皆
たに っさ
o 全よん
自うの
動に健

乙
の
血
圧
計
は
、
左
腕
を
腕
輪
に
入

れ
て
ス
タ
ー
ト
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で

ど
な
た
で
も
簡
単
に
測
定
で
き
ま
す
。

役
場
K
訪
れ
た
際
に
は
ぜ
ひ
ご
利
用

く

だ

さ

い

。

)

口唱。H
 

m
 

企手続きのまち時間などにご利用下さい。

ややたかい(境界域高血圧
最高 140から 159
最低 90から 94

ふつう(正常血圧)
最高 100から 139
最低 60から 89

<血圧判定基準>

たかい(高血止、
最高 160以上
最低 95以上

(ロmHg)

160 ... 

1
1ω 

零10∞0‘I同司

血
圧

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具

※受付終了時間は、午後2時 30分ですのでご承知下さし、。

2月18日(木)

午後 1時---2時
総合会館

昭和 61年 6月 1日~昭和 61年 8月 31日まで

の出生児、及び前回未受診児。

持ち物 母子手帳・ l歳 6か月児健康質問票

l母子手帳交付及び一般健康相談日|

日 時 2月13日(土)・ 27日I(土)午前9時--11時 30分

場 所 総合会館
党・母子手帳の交付を受ける方は印鑑を持参してくださし、。

妊娠証明書は、必要ありません。

※一般健康相談は 40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行い健康についての相談にお答えしていま

すのでお気軽にお出かけください。

健康診査l児月6 か歳

実施日

受付時間

場所

該当児

h 
V 
95 

V 
90 

V 
最低血圧一一→ 60

2月25日(木)

午後 1時---2時

総合会館

昭和 57年 9月 1日~昭和 57年 12月 31日まで

の出生児、及び前回未受診児。

号治、

扇~康健~'ë 歳

実施日

受付時間

場所

該当児

• • • • • •••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
医

大

病

院

か

ら

健

庸

メ

モ

*

心

臓

病

と

心

電

図

山
梨
医
科
大
学
助
手

第
二
内
科

心
臓
病
を
診
断
す
る
上
で
心
電
図
は

不
可
欠
の
検
査
で
あ
る
が
、
心
臓
病
が

あ
れ
ば
か
な
ら
ず
心
電
図
に
異
常
が
あ

る
と
い
う
乙
と
も
な
く
、
逆
花
心
電
図

が
異
常
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
か
な
ら

ず
心
臓
に
病
気
が
あ
る
と
い
う
乙
と
も

な
い
。心

電
図
に
よ
っ
て
診
断
で
き
る
も
の

は
、
不
整
脈
、
狭
心
症
、
心
筋
梗
案
、

心
肥
大
な
ど
で
あ
る
。
た
と
え
ば
不
整

脈
が
あ
る
と
診
断
さ
れ
た
場
合
で
も
、

不
整
脈
の
種
類
や
頻
度
、
基
礎
疾
患
の

有
無
(
不
整
脈
を
引
き
起
乙
す
心
臓
弁

膜
症
や
心
筋
梗
塞
な
ど
が
存
在
す
る
か

否
か
)
不
整
脈
に
よ
る
症
状
の
有
無
な

ど
に
よ
り
治
療
が
必
要
で
あ
る
か
、
あ

る
い
は
放
置
し
て
も
よ
い
か
判
断
さ
れ
る
。

狭
心
症
は
発
作
時
K
前
胸
部
痛
に
伴
い

心
電
図
で
特
徴
的
な
所
見
が
認
め
ら
れ

る
。
し
か
し
発
作
時
だ
け
に
心
電
図
変

化
は
出
現
し
、
胸
痛
が
お
さ
ま
る
と
心

電
図
変
化
も
消
失
し
て
し
ま
う
乙
と
が

多
い
。
し
た
が
っ
て
安
静
時
の
心
電
図

が
正
常
で
あ
る
か
ら
狭
心
症
で
は
な
い

と
は
言
え
な
い
。
逆
に
安
静
時
の
心
電

図
で
狭
心
症
で
み
ら
れ
る
と
同
様
の
所

オミ
木木

貞

景

見
が
認
め
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
精

密
検
査
に
よ
り
狭
心
症
で
は
な
い
と
診

断
さ
れ
る
と
と
も
あ
る
。
乙
れ
は
中
年

以
降
の
女
性
で
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。

全
て
の
病
気
に
つ
い
て
言
え
る
乙
と

で
あ
る
が
、
一
回
の
一
つ
の
検
査
結
果

で
診
断
す
る
乙
と
は
困
難
な
乙
と
が
多

く
、
心
電
図
K
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
-

し
か
し
心
電
図
に
異
常
が
あ
る
場
合
は

な
い
場
合
K
比
べ
心
臓
病
で
あ
る
可
能

性
が
高
い
と
い
う
乙
と
は
事
実
で
あ
り
、

心
電
図
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た
と
き
は

専
門
医
の
診
察
が
必
要
で
あ
る
。
逆
に

検
診
な
ど
で
心
電
図
が
正
常
で
あ
っ
て

も
、
胸
痛
、
息
切
れ
、
呼
吸
困
難
、
動

停
等
の
症
状
が
あ
る
場
合
も
専
門
医
の

診
察
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
以
前
の
心

電
図
と
比
較
す
る
乙
と
に
よ
り
診
断
が

容
易
に
な
っ
た
り
、
経
過
を
知
る
ζ

と

が
で
き
、
現
在
の
状
態
を
よ
り
良
く
把

握
す
る
乙
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て

た
と
え
症
状
が
な
く
と
も
定
期
的
に
心

電
図
検
査
を
・
つ
け
る
乙
と
に
は
意
味
が

あ
り
地
域
検
診
や
職
場
検
診
な
ど
は
大

い
に
利
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

企

画

財

団

法

人

里

仁

会
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遊
ぶ
こ
と
は
好
き
だ
が
、
遊
べ
な
い
子
供
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。

わ

昔
は
「
よ
く
学
び
、
よ
く
遊
べ
」
と

子
供
に
言
い
聞
か
せ
て
い
た
が
、
今
は

「
よ
く
学
び
、
よ
く
学
べ
」
と
変
わ
っ

て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
学
校
か
ら

子
供
が
帰
っ
て
く
る
と
、
待
ち
か
ま
え

て
い
た
母
親
の
口
か
ら
は
、
「
勉
強
し

な
さ
い
。
勉
強
し
な
い
と
友
だ
ち
に
負

け
て
し
ま
う
よ
」
が
繰
返
し
飛
び
出
す

の
で
す
。
そ
乙
に
は
、
遊
び
は
子
供
の

生
活
そ
の
も
の
l

遊
び
は
成
長
の
糧
|

遊
び
は
学
習
だ
と
い
う
乙
と
が
忘
れ
ら

れ
て
い
て
、
親
の
頭
の
中
に
は
、
机
に

向
っ
て
本
を
開
い
て
い
る
子
供
の
姿
だ

け
が
ち
ら
ち
ら
し
て
い
る
だ
け
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

子
供
の
現
実
を
考
え
て
み
ま
す
と
、

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

-
遊
ぶ
時
間
が
な
い
。
遊
ぶ
友
達
が
い

な
い
。
ー
l
塾
や
お
け
い
こ
に
い
っ
た

り
、
勉
強
し
て
い
る
子
供
が
ふ
え
て
い

る。-
遊
ぶ
場
所
が
な
い

o
l
l
-
開
発
や
交

通
安
全
の
た
め
に
野
原
や
広
場
や
辻
や

道
路
で
遊
べ
な
く
な
っ
た
。

-
遊
び
の
中
身
が
変
わ
っ
た
。
|
|
室

内
で
の
遊
び
が
多
く
な
っ
た
。

と
に
か
く
、

子
供
は
遊
び
の
中
で
声

を
か
け
あ
い
、
助
け
合
い
、
ル
ー
ル
を

守
り
、
創
造
し
た
り
、
役
割
や
責
任
を

-つよし報広(11)昭和 63年2月 1日発行

確
か
め
た
り
、
体
力
を
つ
け
て
自
立
す

る
わ
け
だ
か
ら
、
親
も
遊
び
の
効
用
を

考
え
て
子
供
を
見
守
っ
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。そ

れ
で
、
遊
び
の
中
で
も
で
き
る
だ

け
屋
外
に
出
て
遊
ぶ
チ
ャ
ン
ス
を
何
と

か
工
夫
し
な
が
ら
、
自
転
車
の
り
、
ボ

ー
ル
遊
び
、
ま
り
っ
き
、
な
わ
と
び
、

陣
と
り
、
鉄
棒
、
ブ
ラ
ン
コ
、
鬼
ど
っ

乙
、
石
け
り
、
た
ζ

あ
げ
、
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
、
馬
と
び
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
遊
び
、

竹
馬
な
ど
と
い
ろ
い
ろ
の
遊
び
を
考
え

て
楽
し
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
親
も
子

供
時
代
の
遊
び
を
思
い
出
し
て
、
そ
れ

を
子
供
に
伝
え
て
い
く
乙
と
は
、
今
の

子
供
に
と
っ
て
大
切
な
遊
び
の
復
活
に

も
な
り
ま
す
。

県
家
庭
教
育
資
料
よ
り

。
保
険
料
の
納
付
は

便
利
な
口
座
振
替
で
。

一遊びは成長の糧一

遊びを通しての学習も大切です。

〉」イつ
/ほ
/
立
俳
句

霜
強
し
新
闘
の
音
軒
に
入
り

あ
ら
た
ま
り
詩
一
行
の
初
日
記

輿
石
さ
ゑ
代

初
荷
解
く
一
句
が
偽
る
包
装
紙

Jr偽
り
な
さ
正
月
の
し
ず
け
さ
よ

内
藤
ふ
く
次

回
吊
し
柿
仕
奔
い
て
帰
省
の
子
を
待
て
り

叩
芸
教
え
だ
れ
て
る
子
犬
冬
日
向

問

中

沢

静

代

二
日
平
や
帰
り
ゆ
く
子
の
靴
を
拭
く

読
切
や
曲
り
て
古
り
し
蔵
書
印

松

岡

満

子

縁
日
向
嬰
の
欠
仲
に
見
と
れ
お
り

長
の
庭
の
近
く
ま
で
き
て
案
、
鶏

薬
袋
花
枝

地

保
勇昌星健昌午孝義 元 隆佳 護
雄吾二次敏郎男明哲一功治幸仁者

-vお
め
で
と
う
・

昭
和
六
十
二
年
十
二
月

一
日

i
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
の
届
出
(
敬
称
略
)

区

上
河
東
二
区

西

条

二

区

清

水

新

居

押

越

、J

貌
こ

な
る
た
め
に

8 な (続おを機 O振 O方下はす や付た 座関
七役お 山甲巨甲山取き持記関お手替ではさニ。口 納 さ の 口 振 で 個
五場、 梨府摩府梨扱をち入 i乙届続開締、い月四座 めれ預座替納入
よ住詳・ 商 いしにしも済 き始切手 o 二月振・忘ま金振を付で
三 民し 昭信信 工 中 金 て な て あ の のとま続そ O 期替 れ す 口 替 ど さ 納
二課い 和用用信央融下つ、り口方なすきれ日よは なの座を利れ期
一国ζ.農金組用銀機さて預ま座法り o を以まり四・どでか利用てど

民と 金 関い 次 金 す 振 はま)さ降で振月 が、ら用下いと
内年は 協庫合庫行の通。替 す の れ 手 に 替 期 なお自しさるに
線金 . 金帳)依 。二た続手をよ・く出動まい方役
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二 へ ・母和和和 機 届 必 書 月(をき望行 りけにと 便や
四 支支支支支 関出要( 後毎さをすな まの振、 利金
) 所庖庖庖屈 で 印事金 か月れしるい す手替あ な融

手を項融 ら 二 たて方ま 。間納な 口機
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波旅 法極 家みま 鉄冬
乗終 話月 灯て 路ざ
りり 聞や やし 冷 れ
のヰ i 懲 汚夜 ゆと
若ま 雪叉 れ や 二宮
きで iiけ 」む 思時
らつ 静ぬ つや 事も

かま たみ 皐一
喜か にま るに 寸人

ろ 降辞 メ母rj¥tぐよ
河 と ゐ 長 り 玄 イ 、 ニ の 磯

回しれ 2尺ュ j主部去252
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よ

氏

名

熊

谷

博

司

最
上
恵
美
子

幡

野

治

彦

相
川
美
登
里

三

浦

昌

秀

中

楯

智

子

海

野

譲

秋
山
扶
美
子

窪

田

修

久

細
川
小
百
合

内

藤
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! ト件今月の故事・ことわざ仲fo+

i 天霜の三日めに雨 l 
l 霜がひどく降りたあとは暖岩山、日より lこ l 
! なり、三日めあたり lこは雨lこなるという、 i 
i 天候予知の教え 。 ~
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所得税の確定申告

(-3月15日)

月(きさらぎ)FEBRUARYニ如

16 

心配ごと相談(総合会館PM1:00-) 

入浴サービス(総合会館PM1:00-) 

行政相談(中央公民館PM1:00-) 

覚せ い斉IJ.麻薬事

犯取締 り強化月間

省エ ネルギ一月 間

成人病予 防週間
(-7日)

ボラ ンティ ア活動
推進月間

初 午 17 2 
1歳 6ヵ月児健康診査(総合会館)

手編教室(総合会館PM7:00-) 18 心配ごと相談(総合会館PM1:00-) 

行政相談(中央公民館PM1:00-) 

節分・豆まき

3 
教養講座(総合会館PM7:30-) 

押越・中島 ・|河原 ・築地地区「

申告受付相談 -26日ま で(役 | 

場 P9参照)

料理教室(総合会館PM7:30-) 

7.1< 

リハビ リ教室 (総合会館)

UTyf夕やけ情報局」に昭和町が

出演 (PM5:00-PM6 :00生番組)

雨19 
手編教室(総合会館PM7:00-) 春

6 

J.L. 

4 

5
 

心配ご と相談(総合会館PM1:00-) 

不用犬猫収集日 (総合会館前)

教養講座(総合会館PM7:30-) 

5歳児健康診査 (総合会館)

手編教室(総合会館PM7:00-)

23 

乳児健康診査 (総合会館) 24 

25 
乳児健康診査 (総合会館)

心配ごと相談(総合会館PM1:00-) 

入浴サービス(総合会館PM1:00-) 

8 

10 

9 

飯喰・河西 ・上河東地区申告「
受付相談 -3月4日ま文。(役 | 

場 P9参照)

料理教室(総合会館PM7:30-) 

可燃物の収集日 が祝祭 日の場合は収集業務は

いたしませんので次回の収集日をご利用 くだきい。

* 粗大ゴミ の収集場所は 、下記指定場所のみで

すのでご注意く ださい。

* 眠
不燃物(粗?大を含む)

母子手帳交付及び一般健康相談日

(総合会館)

リハビリ 教室 (総合会館)

12 

13 

物

毎週

火 ・金 曜 日
粗大ゴミ収集の指定場所

地区名 指定場所 地 区名 指定場 所

西条一区 ノムス JヱEエh 主.ili主. 紙漉 阿原 ノムス ぷz己z、 :& 

西条二区 第 l公会堂 築 地新居 公会堂、8組横固有地

清水新居 /ム¥. ，LヱLエ主Aι主 飯 日食 農協常永支所前空地

西条新田 ノム、 i広3、 A三U孟. 7可 西 西 2組ゴミ収集小屋

押 越 /ム丈"云~ 孟Aι孟. 上 河東 公会堂と消防小屋の間

河東中島 中島遊園地 上河東二区 集会所北空 地

10日

17日

24日

ロU

門
口

調

佳

君

臨

週

木

週

木

毎

月

毎

月

区
区
居
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原
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一
喰
西
東
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二

新

新

一

中

阿

新

一

ー

に

条
条
水
条
一

東
漉
地
一

i
一引

西
西
清
西
一
押
河
紙
築
一
飯
河
上
上

毎 月

第 2水 曜 日

.燃

2日、 5目、 9日、

12日、16日、19日、

23日、26日、

可区也
iytJ 

毎 月

第3水曜日

毎 月

第 4水曜 日

1日、 4日、 8日、

15日、 18日、22日、

25日、29日、

1日、 4目、 8日、

15日、18日、22日、

25日、29日、


